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三
条
地
区
に
あ
る
標
高
２
４
１
メ
ー

ト
ル
の
大
塚
山
に
毎
日
通
い
、
保
全
活

動
に
取
り
組
む
君
塚
達
雄
さ
ん
。
夏
の

暑
い
日
も
朝
か
ら
山
に
登
り
、
林
道
や

山
頂
の
掃
除
、
花
々
の
手
入
れ
、
鹿
や

猿
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
箇
所
の
修

復
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
塚
山
を
人
が
集
ま
る
観
光
ス
ポ
ッ

ト
へ
と
整
備
し
た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で

あ
る
君
塚
さ
ん
。
「
頑
固
と
い
う
か
我

慢
強
い
方
だ
か
ら
こ
こ
ま
で
や
り
通
し

て
し
ま
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま

す
。

　
あ
な
た
は
、
こ
れ
か
ら
も

大
多
喜
町
に
住
み
続
け
た
い

で
す
か
？

　

昨
年
度
に
実
施
し
た
大
多
喜
町

第
3
次
総
合
計
画
に
係
る
各
種
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
町
に
「
ず
っ

と
住
み
続
け
た
い
」
、
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
住
み
続
け
た
い
」
と

答
え
た
方
は
７
割
強
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。
住
み
続
け
た
い
理
由
は

「
自
然
が
豊
か
で
環
境
が
良
い
か

ら
」
が
約
75
％
。
他
の
選
択
肢
よ

り
突
出
し
て
高
い
割
合
で
す
。

　

町
の
方
々
か
ら
愛
さ
れ
、
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
大
多
喜
町
で

す
が
、
自
然
は
手
つ
か
ず
の
状
態

で
放
置
す
れ
ば
荒
地
へ
と
変
化
し

ま
す
。
「
誇
れ
る
自
然
」
の
維
持

に
は
手
入
れ
が
必
要
で
、
町
内
で

は
地
区
を
あ
げ
て
行
う
事
業
や
、

時
代
を
越
え
て
自
然
に
磨
き
を
か

け
る
活
動
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
「
こ
こ
に
し
か
な
い
」

自
然
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
方
々
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
あ
な
た
は
、
こ
れ
か
ら
も

大
多
喜
町
に
住
み
続
け
た
い

で
す
か
？

　

昨
年
度
に
実
施
し
た
大
多
喜
町

第
3
次
総
合
計
画
に
係
る
各
種
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
町
に
「
ず
っ

と
住
み
続
け
た
い
」
、
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
住
み
続
け
た
い
」
と

答
え
た
方
は
７
割
強
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。
住
み
続
け
た
い
理
由
は

「
自
然
が
豊
か
で
環
境
が
良
い
か

ら
」
が
約
75
％
。
他
の
選
択
肢
よ

り
突
出
し
て
高
い
割
合
で
す
。

　

町
の
方
々
か
ら
愛
さ
れ
、
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
大
多
喜
町
で

す
が
、
自
然
は
手
つ
か
ず
の
状
態

で
放
置
す
れ
ば
荒
地
へ
と
変
化
し

ま
す
。
「
誇
れ
る
自
然
」
の
維
持

に
は
手
入
れ
が
必
要
で
、
町
内
で

は
地
区
を
あ
げ
て
行
う
事
業
や
、

時
代
を
越
え
て
自
然
に
磨
き
を
か

け
る
活
動
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
「
こ
こ
に
し
か
な
い
」

自
然
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
方
々
を
ご
紹
介
し
ま

す
。 ◎

ま
ち
の
わ
だ
い

◎
ま
ち
の
わ
だ
い

自
然
ト
共
ニ
生
キ
ル

自
然
ト
共
ニ
生
キ
ル▲君塚 達雄さん（三条）

▲大塚山ハイキングコース

蓑輪 顕寿　さん
蓑輪 豊子　さん
（筒森）

山
里
に
観
光
客
を
呼
ぼ
う

　

平
成
11
年
か
ら
町
の
中
山
間
地
域
総

合
整
備
事
業
を
利
用
し
て
、
三
条
区
民

や
加
曽
利
昭
三
さ
ん
（
市
川
）
た
ち
と

大
塚
山
の
整
備
を
ス
タ
ー
ト
。
「
寂
し

く
な
っ
て
い
く
山
里
に
人
を
呼
び
た

い
」
想
い
が
事
業
の
出
発
点
で
す
。
手

つ
か
ず
の
山
を
自
前
の
ユ
ン
ボ
で
切
り

開
き
、
伐
採
し
た
木
材
で
階
段
を
製

作
、
自
費
で
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
な

ど
、
当
時
の
君
塚
さ
ん
と
地
区
の
方
々

の
手
間
と
苦
労
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

 

ま
た
「
万
葉
ロ
ー
ド
と
民
話
の
里
」

と
名
付
け
ら
れ
た
散
策
路
に
は
、
万
葉

集
の
歌
が
書
か
れ
た
立
て
札
や
、「
曼

珠
沙
華
寺
」
「
田
代
滝
の
大
蛇
」
な
ど

地
区
に
伝
わ
る
民
話
の
立
て
看
板
が
立

て
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
魅
力
で
す
。

夢
の
ま
ま
で
終
わ
ら
せ
な
い

　

長
い
年
月
を
か
け
て
き
た
活
動
に
つ

い
て
、
「
女
房
の
方
が
偉
い
。
文
句
も

言
わ
ず
見
守
っ
て
く
れ
た
か
ら
続
け
ら

れ
た
。
い
つ
も
黙
っ
て
握
り
飯
を
作
っ

て
持
た
せ
て
く
れ
た
」
と
ほ
ほ
え
む
君

塚
さ
ん
。
妻
の
き
わ
さ
ん
は
「
山
の
仕

事
は
で
き
な
い
か
ら
陰
で
支
え
る
し
か

な
く
て
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

秋
に
開
催
予
定
の
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ

ン
グ
」
に
は
、
特
に
多
く
の
ハ
イ
カ
ー

が
大
塚
山
に
集
う
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
15
年
以
上
前
、
君
塚
さ
ん
や

地
区
の
方
々
が
描
い
た
夢
は
、
確
実
に

実
現
し
て
い
る
の
で
す
。

（2）平成27年8月24日 広報 おおたき  No.564



　

青
一
色
の
日
本
ア
ジ
サ
イ
5
万
株
が

咲
き
誇
る
麻
綿
原
高
原
は
、
妙
法
生
寺

住
職
の
蓑
輪
顕
寿
さ
ん
と
母
・
豊
子
さ

ん
の
丹
精
込
め
た
管
理
の
賜
物
で
す
。

ア
ジ
サ
イ
の
名
所
と
し
て
そ
の
名
を
轟

か
せ
る
大
群
落
は
、
蓑
輪
さ
ん
一
家
の

苦
楽
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

「
一
株
一
株
を
仏
様
だ
と
思
っ
て
」
植

栽
す
る
住
職

　

顕
寿
さ
ん
の
父
で
あ
る
前
住
職
・
蓑

輪
日
受
上
人
が
始
め
た
ア
ジ
サ
イ
の
植

栽
。
前
住
職
が
「
町
で
一
番
奥
に
あ
る

麻
綿
原
が
栄
え
れ
ば
、
途
中
の
地
域
も

栄
え
る
」
と
志
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
た
植
栽
や
剪
定
を
、
顕
寿
さ
ん
、
豊

子
さ
ん
、
休
日
に
は
顕
寿
さ
ん
の
弟
さ

ん
も
帰
郷
し
て
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

▲背景写真：大塚山山頂の大パノラマから見た富士山(撮影：君塚壽男さん／三条)

▲こだわり抜いて生育された麻綿原高原のアジサイ

蓑輪 顕寿　さん
蓑輪 豊子　さん
（筒森）

「
こ
ん
な
に
良
い
所
を
も
っ
と
見
て
ほ

し
い
」
か
ら

　

広
大
な
敷
地
の
ア
ジ
サ
イ
園
の
見
回

り
は
苦
労
が
絶
え
ま
せ
ん
。
豊
子
さ
ん

は
雨
の
日
の
見
回
り
時
に
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
上
で
転
び
怪
我
を
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
「
観
光
客
に
大
勢

来
て
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
、
有
害
鳥
獣

な
ど
の
遺
骸
は
す
ぐ
見
つ
け
な
い
と
い

け
な
い
し
、
見
回
り
は
欠
か
せ
な
い
」

と
杖
を
つ
い
て
見
回
り
に
繰
り
出
し
て

い
ま
す
。

自
然
は
厳
し
い
父
親

  

「
昔
は
和
楽
器
の
演
奏
な
ど
趣
味
も

あ
っ
た
け
れ
ど
、
今
は
剪
定
後
の
ア
ジ

サ
イ
の
見
事
さ
を
見
る
の
が
趣
味
み
た

い
な
も
の
で
す
」
と
笑
顔
で
話
す
顕
寿

さ
ん
は
、
「
自
然
は
『
素
晴
ら
し
い
』

ば
か
り
で
な
く
、
恐
ろ
し
さ
を
は
ら
む

こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い
」
と
力

強
く
語
り
ま
す
。
「
都
会
の
緑
と
田
舎

の
緑
は
違
い
ま
す
。
自
然
は
厳
し
い
父

親
の
よ
う
で
、
ス
ズ
メ
バ
チ
や
危
害
を

加
え
る
動
物
か
ら
身
を
守
る
知
識
も
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
」
。
顕
寿
さ
ん
の

言
葉
か
ら
は
、
自
然
に
溶
け
込
み
見
事

な
ア
ジ
サ
イ
を
毎
年
咲
か
せ
て
き
た
苦

労
と
、
自
然
を
後
世
に
紡
ぐ
覚
悟
が
垣

間
見
え
て
き
ま
す
。

　

蓑
輪
さ
ん
一
家
の
志
と
人
間
味
が
随

所
に
輝
く
麻
面
原
高
原
の
ア
ジ
サ
イ
。

来
年
の
７
月
、
涼
風
薫
る
季
節
に
足
を

運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

（3） 平成27年8月24日広報 おおたき  No.564



中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
中
学
生
に
と
っ
て
「
夏
の
総
体
」
は
特
別
な
大
会
で
す
。
今
ま
で
頑
張
っ
て
来
た
部

活
動
の
集
大
成
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
、
熱
い
思
い
を
胸
に
闘
い
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
入
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

結果は残念だったけれど、こ
の仲間達と野球ができたこと
は私にとって大きな財産とな
りました。これからも仲間を
大切にし、感謝の気持ちを忘
れずにしたいです。

西中学校　野球部
細谷  悠人さん（３年/部長）

クローズアップ1

野球（西中）剣道（西中）

テニス（大多喜中）

卓球（西中）

卓球（大多喜中／手前コート）

バレー（大多喜中／奥側コート）

テニス（大多喜中）

（4）平成27年8月24日 広報 おおたき  No.564



郡市総体は、団体は準優勝、個人で
は73㎏級で優勝できました。中学
校最後の試合は、けが人が多い中、
みんなで頑張って力を合わせ県大会
に進めたことがとても嬉しかったで
す。高校に進学しても、柔道に一生

懸命取り組んで、
自分を鍛えていき
たいと思います。

陸上競技・男子
1年100ｍ　4位　海老根武（大多喜）
　　　　　   5位　佐藤　蓮（大多喜）
3年100ｍ　2位　小原　慧（大多喜）
共通200ｍ  5位　地引大波（大多喜）
　　　　　   8位　小倉光代（西）
共通400ｍ  5位　麻生翔太（西）
共通800ｍ  6位　富澤らいち（大多喜）
　　　　　   8位　末吉真也（西）
1年1500ｍ　4位　末吉広暉（大多喜）
　　　　　　  6位　齋藤恒太（西）
　　　　　　  8位　岩瀬裕大（大多喜）
共通1500ｍ   5位　川﨑　大（大多喜）
　　　　　　  6位　渡邉玲哉（大多喜）
共通110ｍＨ 2位　市原壮真（大多喜）
　　　　　　  4位　根本純吾（西）
　　　　　　  5位　飯島　葉（西）
共通4×100ｍＲ　
　6位  小原　慧、地引大波、
　　　 佐藤　蓮、市原壮真（大多喜）
1年走幅跳　1位　海老根武（大多喜）
共通走幅跳　2位　小原　慧（大多喜）
　　　　　  4位　地引大波（大多喜）
共通砲丸投　1位　香川正宣（大多喜）
　　　　　  5位　米本　翼（西）

陸上競技・女子
1年100ｍ　4位　松本侑弓（大多喜）
　　　　　  5位　米倉玲奈（大多喜）
2年100ｍ　1位　野口菜々美（大多喜）
　　　　　  3位　関　優月（大多喜）
　　　　　  4位　齋藤結衣（西）
3年100ｍ　2位　渡邉衣織（大多喜）
　　　　　  5位　小髙美音（大多喜）
共通200ｍ  1位　野口菜々美（大多喜）
　　　　　  2位　渡辺佳純（大多喜）
共通800ｍ  1位　小髙美音（大多喜）
　　　　　  6位　磯野佳保（大多喜）
共通1500ｍ  1位　西川千遥(大多喜) 
　　　　　　  2位　麻生　萌（大多喜）
共通100ｍＨ 1位　渡辺佳純（大多喜）
　　　　　　  4位　松本理莉（大多喜）
　　　　　　  6位　君塚亜弓（西）
　　　　　　  7位　渡邊美月（西）
共通4×100ｍＲ
　1位☆関　優月、渡辺佳純、
　　　  野口菜々美、渡邉衣織（大多喜）
　7位　齋藤結衣、渡邊美月、
　　　  君塚亜弓、山口桃希（西）
共通走高飛　1位　浅野麻那（大多喜）
1年走幅跳　 2位　松本侑弓（大多喜）
　　　　　　8位　佐久間梨菜（西）
共通走幅跳　2位　関　優月（大多喜）
　　　　　　3位　渡邉青空（大多喜）
　　　　　　7位　渡邊美月（西）
共通砲丸投　1位　川﨑優花（大多喜）
　　　　　　7位　磯野直美（西）

柔道・男子
団体  準優勝　大多喜中
50㎏級  優勝 田島嘉春（大多喜）
　　　 （県大会ベスト8）
55㎏級  3 位　 野口亮太（大多喜）
60㎏級  3 位　 渡辺滉基（大多喜）
66㎏級  優勝　鈴木盛篤（大多喜）
73㎏級  優勝　香川正宣（大多喜）

柔道・女子
団体  準優勝　大多喜中
優勝　本間彩乃（大多喜）
優勝　花﨑結愛（大多喜）

バレー・女子
3位  大多喜中

卓球・男子
団体  3位　大多喜中
ダブルス　準優勝　
　酒井・野口（大多喜）

テニス・男子
団体  準優勝　大多喜中
個人  3位
　遠藤・齊藤（大多喜）

テニス・女子
団体  3位　大多喜中
個人  準優勝　
　平野・小髙（大多喜）

大多喜中学校　柔道部
香川  正宣さん（３年/主将）

クローズアップ２

陸上（大多喜中）

陸上（大多喜中）

柔道（大多喜中）

柔道（大多喜中）

（5） 平成27年8月24日広報 おおたき  No.564



　７月に、いすみ農業協同組合から大多喜小学校
と西小学校へ、置き傘７０本が寄贈されました。
　いすみ農業協同組合の地域貢献活動の一環とし
て寄贈された傘は、部分的に透明で周りが見える
ようになっていたり、反射板がついていたりと、
児童が安全に登下校できるように配慮されていま
す。
　小学校では、雨の日に傘を児童に貸し出す予定
です。

　7月26日（日）に開催された第57回千葉県吹奏楽コンクールで、大多喜中学校が中学校Ｃ
部門（大編成）2組で金賞に輝きました。
　30名の生徒たちは、顧問の児安敬子先生、朽方美菜子先生の指導のもと目標に向かって練
習を積み重ね、中学生には難易度が高いといわれる「ホルスト作曲　組曲『惑星』より　木
星　～Jupiter　From　The　Planets～」を完成させ、大舞台で物怖じせず、息の合ったのび
やかな演奏を披露し、そして金賞という珠玉の結果に心から喜びを分かち合いました。

小学校へ置き傘が贈られました

▶
花
﨑
い
す
み
農
業
協
同
組
合
長
か
ら

　
飯
島
町
長
に
傘
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た

▶
金
賞
を
受
賞
し
た

　
大
多
喜
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

▲「大切に使います」（西小学校１年生）

大多喜中ブラスバンド部が金賞 
～千葉県吹奏楽コンクール～
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　7月13日（月）に大多喜町のヘルスメイト会員で、大多喜小学校の5年生と調理実験「清涼
飲料水の罠」を行い、オレンジジュースができるまでを学びました。
　まず、ペットボトルにスティックシュガーを加えて飲むと、児童は「甘過ぎて飲めない」
と驚きます。しかし、クエン酸を加えると甘さが緩和され「これなら飲める！」と変化しま
す。さらにオレンジ香料を加えると、オレンジジュースと感じられるようになり、さらに色
が付くと、もっと美味しいと感じます。
　清涼飲料水には約10％の砂糖が含まれている物が
多く、香りが付くだけでその果物の果汁を飲んでいる
錯覚をして、色が付くとさらに美味しく感じるので
す。「砂糖を１日にすごい量飲んでいることがわかっ
た」「ペットボトルの表示を見て気をつけようと思
う」と児童から感想が寄せられました。
　清涼飲料水の飲み過ぎは、肥満や虫歯の原因にもな
ります。美味しいからといって飲みすぎないようにし
ましょう。水分補給には、水やお茶がおすすめです。

「わくわく食育教室」

　図書館から遠い地域の子どもたちに図書利用の促
進と読書活動の推進を図るため、西小学校の児童を
対象に移動図書館を実施しました。

　図書館では、乳幼児相談の会場で読み聞かせボラン

ティアグループ「読
ドリーム

夢の会」の皆さんと協力してブッ
クスタート事業を行っています。
　ブックスタートとは、赤ちゃんと保護者に絵本を開く
楽しい体験をしてもらい、また絵本をプレゼントして心
ふれあうひとときを持つきっかけをつくる活動です。

移動図書館

ブックスタート事業

大多喜図書館天賞文庫

廊下にたくさんの本を並べ、児童に好きな本を選んでもらいます▶

▲素敵な１冊と出会ってね

▲教室の様子

ズ

ーム
イン！

食育活動だより

　大多喜町青少年のつどい大会が7月18日（土）、多目的広場で開催され、町内の子ども会10チームが参加
したキックベースボールが行われました。暑い中にもかかわらず、ど
の試合も好プレーが見られる白熱した試合が繰り広げられました。

第５０回大多喜町青少年のつどい大会

▲大多喜町青少年のつどい大会で優勝した
総元ファイターズ

　大会の結果は、次のとおりです。
優　勝　総元ファイターズ（総元地区）
準優勝　NISHI★ALL　STARS（西地区）
第３位　大多喜ギャラクシーズ・サード（大多喜地区）
　　　　Spirits（西地区）
　また、この4チームは8月1日（土）に行われた青少年のつど
い夷隅地区大会に出場し総元ファイターズが準優勝、NISHI★
ALL　STARSは第3位という好成績を収めました。
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役場本庁舎

駐
車
場
出
入
口

駐車場出入口

変更箇所

役
場
中
庁
舎

大会の結果
＜県大会＞
☆小型ポンプ操法の部
　努力賞　第1分団第1部
☆最優秀1番員　福嶋　岳夫
 
＜支部大会＞
☆ポンプ車操法の部　
　優秀賞　第１分団第１部　 
☆小型ポンプ操法の部
　最優秀賞　第１分団第１部　　
☆ポンプ車操法個人の部（最優秀賞）
　指揮者　佐川　貴浩
　3番員　中村　和也
　4番員　上岡　智博
☆小型ポンプ操法個人の部（最優秀賞）
　指揮者　田中　保積
　1番員　福嶋　岳夫
　2番員　黒川　正裕

　7月17日（金）に、御宿町に短期滞在しているメキシ
コ合衆国の学生10名が大多喜町に表敬訪問しました。
　当日は、飯島町長及び大多喜町国際交流協会の高梨
会長などが出迎え記念品の贈答や大多喜城の見学、甲
冑の着付け体験などが行われました。

　役場本庁舎駐車場の公用車スペース
は、来庁者優先の駐車場所として変更し
ましたのでお知らせします。来庁される
際は、御利用ください。
　なお、本庁舎及び中庁舎の駐車場に駐
車できない場合は、旧大多喜保育園跡地
も来庁者用駐車場として配置しておりま
すので併せて御利用ください。

○問合せ　企画財政課　管財係
　　　　　☎82−2112

第1分団第1部が千葉県消防操法大会に出場
　消防技術を競う第51回千葉県消防操法大会が7月25日（土）、県消防学校で開催され、小型ポンプ操
法の部に出場した第1分団第1部（筒森、大田代）が努力賞を獲得し、個人では福嶋岳夫さんが最優秀1
番員に選ばれました。
　また、6月21日（日）に開催された夷隅支部消防操法大会でも第1分団第1部が素晴らしい結果を残さ
れました。

▲努力賞を獲得した第1分団第1部の隊員

メキシコ合衆国の学生が
　　　大多喜町へ表敬訪問しました

▲甲冑の着付け体験

役場本庁舎駐車場の公用車スペースもご利用ください
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　現在、土地改良区や水利組合などで実施している水路の泥
上げ、農道の路面補修や農地法面の草刈などの活動に対し、
交付金が交付される「多面的機能支払交付金」制度が実施さ
れています。
　平成28年度から本制度の取組を希望される組織(土地改良
区や水利組合など)がありましたら、9月30日までに産業振興
課農林土木係までお問い合わせください。

○問合せ　産業振興課　農林土木係　☎82−21７6

　町では、空き家の有効活用を図るため、空き家に残存する家財道具等の撤去費用の一部を
補助します。
　また、町では空き家を貸したい、売りたいとお考えの方に対し空き家バンク制度（注１）
のご案内をしています。
　空き家の有効活用をお考えの方はぜひ空き家バンクへの登録をご検討ください。

【補助金の概要】
　１　対象物件　空き家バンクに登録された賃貸又は売却物件
　２　対　象　者　 空き家バンクに登録された物件の所有者または空き家物件利用者
　３　対象経費　空き家内に残存する家財道具等（敷地内の草木の撤去含む）の撤去に要
する費用
　４　補　助　額　 対象経費の2分の1（上限20万円）
　５　そ　の　他　 家財道具等の撤去を着手する前に申請が必要となります。

　9月は、国民健康保険税第3期の納付月です。9月30日（水）期
限内の納付をお願いします。
　納税は便利な口座振替をご利用ください。申込手続は、ご希望
の町内金融機関、郵便局の窓口で行うことができます。納付書に
より納付される方は、役場、金融機関、郵便局、コンビニエンス
ストアでの納税をお願いします。

※納税が困難な方は、開庁日の8時30分から17時までにご相談
　ください。

○問合せ　税務住民課　収納対策係　☎82−2122

農道の路面補修などの活動に対する交付金が交付されます
平成28年度　多面的機能支払交付金の実施希望調査について

▲農地法面の草刈の様子

空き家バンクとは、空き家を貸したい、売りたいとい
う空き家所有者の方が町の空き家バンクに登録するこ
とで、町のホームページなどで物件の情報を発信し空
き家を借りたい、購入したいという方とを結び付ける
もので、これまでに約３０件の空き家バンクへの登録
があり、多くの物件が成約に至っています。

（注1）

○問合せ　企画財政課　企画政策係　☎82−2112

～空き家の家財道具等の撤去に係る費用の一部を補助します～

税金は納期内に納めましょう
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ペ
ッ
ト
の
存
在
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
し
か
し
、
間
違
っ
た
飼
い
方
を
し

て
し
ま
う
と
、
飼
い
主
や
ペ
ッ
ト
自
身

の
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
た
り
、
近
隣
住
民

と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は
、
法
律
や
条

例
を
守
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
義
務

付
け
さ
れ
て
い
な
く
て
も
ペ
ッ
ト
が
周

り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、

社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
も
守
ら
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
の
ペ
ッ
ト
に
合
っ
た
正
し
い
飼
育

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て

・
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
法

律
に
定
め
ら
れ
た
飼
い
主
の
義
務
で

す
。
ま
た
、
首
輪
等
に
登
録
鑑
札
と

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
つ
け
る
こ

と
が
、
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

・
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
放
し
飼
い
は
交
通
事
故
や
咬
傷

事
故
に
繋
が
る
大
変
危
険
な
行
為
で

す
。
屋
外
で
犬
を
飼
う
と
き
は
、
鎖

な
ど
で
つ
な
ぐ
か
、
柵
等
で
囲
ま
れ

た
場
所
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

10
月
15
日
（
木
）
か
ら
10
月
21
日

（
水
）
ま
で
は
、
違
反
建
築
防
止
週
間

で
す
。

　

こ
の
週
間
に
は
、
県
下
一
斉
公
開
建

築
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

建
築
基
準
法
で
は
、
建
物
の
安
全

性
を
確
保
し
、
私
た
ち
の
生
命
や
健

康
、
財
産
を
守
る
た
め
、
建
物
の
敷

地
や
構
造
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

建
物
を
建
て
る
場
合
は
、
建
築
基
準

法
な
ど
の
法
令
で
定
め
る
基
準
や
手
続

き
を
守
り
、
適
正
に
工
事
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
工
事
が
完
了
し
た
と
き
は
、

そ
の
建
物
が
法
令
に
基
づ
き
安
全
な
も

の
で
あ
る
か
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
機
会
に
、
建
物
が
法
令
に
適

合
し
て
い
る
か
建
築
士
に
相
談
す
る

な
ど
の
点
検
を
検
討
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

建
設
課　

管
理
係

　

☎
82

－

２
１
１
５（
内
線
３
４
７
）

間
違
っ
た
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

違
反
建
築
防
止
週
間

・
飼
っ
て
い
る
動
物
の
糞
尿
は
、
飼
い
主

が
責
任
を
持
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
猫
の
飼
い
方
に
つ
い
て

・
糞
尿
な
ど
の
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
交
通

事
故
、
感
染
症
、
猫
同
士
の
け
ん

か
、
迷
子
、
知
ら
な
い
間
の
繁
殖
等

を
防
ぐ
為
、
室
内
で
の
飼
育
を
お
勧

め
し
ま
す
。

・
猫
は
自
然
に
し
て
お
く
と
、
年
に
数
回

の
発
情
期
が
あ
り
、
あ
っ
と
い
う
間

に
数
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
増
え

す
ぎ
た
猫
を
飼
え
な
く
な
り
、
捨
て

ら
れ
て
し
ま
う
事
案
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
防

ぐ
た
め
、
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て

不
妊
去
勢
手
術
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

夷
隅
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
夷
隅
保
健

所
） 

☎
73

−

０
１
４
５

環
境
水
道
課
環
境
係　

☎
82

−

２
０
６

７
（
内
線
２
８
２
）

犬
・
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費
用
、

一
部
助
成
の
ご
案
内

 

（
公
社
）
千
葉
県
獣
医
師
会 

と 

（
公

財
）
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会
で

は
、
毎
年
動
物
愛
護
週
間
行
事
の
一
環

と
し
て
飼
い
犬
、
飼
い
猫
を
対
象
と
し

た
不
妊
去
勢
手
術
普
及
助
成
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

※
毎
年
応
募
多
数
の
為
、
助
成
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

・
助
成
金
額

　

手
術
費
用　
　
　
　
　
　

５
，０
０
０
円

　

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
費
用　

１
，０
０
０
円

・
応
募
期
間

平
成
27
年
9
月
20
日
か
ら
9
月
26
日

の
消
印
有
効

・
応
募
方
法

応
募
要
項
を
大
多
喜
町
役
場
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
下
記
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

問
合
せ

公
益
社
団
法
人 

千 

葉 

県 

獣 

医
師
会 

☎
０
４
３

−

２
３
２

−

６
９
８
０

公
益
財
団
法
人 

千
葉
県
動
物
保
護
管
理

協
会 

☎
０
４
３

−

２
１
４

−

７
８
１
４

環
境
水
道
課 
環
境
係
☎
82

−

２
０
６
７

（
内
線
２
８
２
）
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手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
か
停
止
さ

れ
て
い
る
か
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の

受
給
者
の
方
は
、
毎
年
児
童
扶
養
手
当

の
現
況
届
や
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所

得
状
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
提
出

を
忘
れ
る
と
８
月
以
降
分
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
】

 

「
児
童
扶
養
手
当
」
と
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
や
親
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
な
い
児

童
を
養
育
す
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自

立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

提
出
期
間　

８
月
３
日
㈪
か
ら
８
月
31
日

㈪
ま
で
（
土
・
日
を
除
く
）

受
給
資
格
者　

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
人
は

・
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
親

・
児
童
を
監
護
し
、
か
つ
こ
れ
と
生
計
を

同
じ
く
す
る
父
親

・
父
母
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育
す
る
人

で
、
監
護
ま
た
は
養
育
す
る
児
童
が
次
の

①
～
⑧
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
人

で
す
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
ま
た
は
母
と

一
緒
に
生
活
を
し
て
い
な
い
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
重
度（
国
民
年
金
の
障
害

等
級
１
級
程
度
）の
障
害
に
あ
る
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

⑤
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上

●主な機能など
　県や市町村からの支援情報の配信、医療24
時間WEB相談、イクメン応援機能、妊娠・出
産・育児シミュレーション、チーバくんLINE
でも使えるスタンプ　など
 ●ダウンロードページ
　　　　　　　　http://goo.gl/kxLuy7

スマホアプリ「ちばMy Style Diary」ダウンロード開始！
　結婚、妊娠・出産、育児のライフステージにある皆さんを応援する、スマートフォンアプリの
配信を開始しました。ダウンロードは下記QRコードからどうぞ。

●対象地域　県内全市町村

●問合せ　子育て支援課　☎82-2152

●アプリ内容・動作などに係る問合せ
　日本エンタープライス（株）☎03－6830－2987

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状
況
届
期
限
内
に
提
出
を

遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き

１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
未
婚
の
母
の
児
童

⑧
そ
の
他
、
生
ま
れ
た
と
き
の
事
情
が
不

明
で
あ
る
児
童

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
対
象
児
童
が
母
ま
た
は
父
の
配
偶
者

（
事
実
婚
を
含
む
）
に
養
育
さ
れ
て
い

る
と
き
。

・
対
象
児
童
や
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
よ
う

と
す
る
母
、
父
ま
た
は
養
育
者
が
公
的
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
。

＊
「
児
童
」
と
は
、
18
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
者
を
い
い
ま
す
が
、
児
童
の
心
身
に

一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
、
20
歳
に

な
る
誕
生
月
ま
で
手
当
て
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

＊
事
実
婚
と
は
、
定
期
的
な
訪
問
が
あ

り
、
定
期
的
に
生
計
費
の
補
助
を
受
け

て
い
る
場
合
で
す
。

《
所
得
制
限
》
こ
の
手
当
に
は
、
所
得
に

よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

受
給
者
本
人
ま
た
は
配
偶
者
及
び
扶
養
義

務
者
の
前
年
の
所
得
額
が
一
定
額
を
超
え

た
場
合
は
、
支
給
額
の
一
部
支
給
停
止
ま

た
は
全
額
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。　
　

　【
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状
況
届
】

 

「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」
と
は
、
20
歳

未
満
の
身
体
や
知
的
ま
た
は
精
神
に
中
程

度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児
童
を
家
庭
に
お

い
て
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、
ま

た
は
父
母
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
対
し
て
手
当
を
支
給
す
る
制
度

で
す
。

提
出
期
間　

８
月
11
日
㈫
～
９
月
10
日
㈭

ま
で
（
土
・
日
を
除
く
）

受
給
資
格
者　

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
介

護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
障
害
を

も
つ
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
、
ま

た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
対
象
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す

る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
き
。　
　

・
対
象
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入

所
し
て
い
る
と
き
。

《
所
得
制
限
》　

手
当
を
受
け
る
方
、
ま

た
は
手
当
を
受
け
る
方
と
生
計
を
同
一

に
す
る
方
の
前
年
の
所
得
が
限
度
額
以

上
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
年
度
の
手
当

が
停
止
さ
れ
ま
す
。　
　

　

受
給
資
格
の
あ
る
方
に
は
、
個
別
に
通

知
し
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
を
添
え
て
期

限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
所
得
制
限

を
超
え
て
い
た
方
も
、
前
年
の
所
得
状
況

に
よ
り
支
給
可
能
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
問
合
せ　
　

子
育
て
支
援
課　

子
育
て

支
援
係　

☎
82

−

２
１
５
２
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編
集
　
議
会
報
編
集
委
員
会

平
成
27
年
第
１
回
議
会
定
例
会
６
月
会
議

６
月
７
日
に
日
曜
議
会
を
開
催

　

定
例
会
６
月
会
議
を
６
月
７
日
と
８
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

特
に
６
月
会
議
は
、
町
政
運
営
や
議
会
活
動
を
よ
り
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
傍
聴
し
や
す
い
日
曜
日
に
会
議
を
開
き
ま

し
た
。
こ
の
６
月
会
議
で
は
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
条
例
改
正
や

補
正
予
算
な
ど
議
案
４
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。
ま

た
、
請
願
２
件
を
採
択
し
、
議
員
発
議
２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
一

般
質
問
は
、
８
名
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
の
内
容
や
一
般
質
問
は
、
紙
面
の
都
合
上
要
約
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
閲
覧
用
会
議
録

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

報　

告

条　

例

 【
報
告
第
４
号
】

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

の
う
ち
、
年
度
内
で
終
わ
ら
な

い
８
事
業
の
経
費
を
、
平
成
27

年
度
に
繰
り
越
し
た
こ
と
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

 【
報
告
第
５
号
】

事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て

　

平
成
26
年
度
で
執
行
し
て
い

た
町
道
改
良
事
業
に
つ
い
て
年

度
内
に
工
事
が
完
了
し
な
い
状

況
と
な
っ
た
た
め
、
事
故
繰
越

 【
議
案
第
42
号
】

大
多
喜
町
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
の
名
称

が
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並

び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
に
変
更
さ
れ
た
た
め
、
こ

の
法
律
を
引
用
し
て
い
る
条
例

を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

 【
議
案
第
43
号
】

大
多
喜
町
重
度
心
身
障
害
者

の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

主
な
改
正
内
容
は
次
の
３
点

に
よ
り
平
成
27
年
度
に
繰
り
越

し
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

※
事
故
繰
越
と
は

支
払
い
手
続
き
を
進
め
て
い
た

が
避
け
が
た
い
事
故
に
よ
り
年

度
内
に
事
業
が
終
了
せ
ず
翌
年

度
に
繰
り
越
す
こ
と
。

で
す
。

①
医
療
費
助
成
の
方
法
を
領
収

書
を
添
え
て
町
へ
申
請
す
る

償
還
払
い
か
ら
、
町
が
一
部

負
担
金
を
各
医
療
機
関
等
に

支
払
う
現
物
給
付
制
度
方
式

へ
移
行
す
る
こ
と
で
一
時
負

担
を
軽
減
す
る
。

②
市
町
村
民
税
所
得
割
の
課
税

世
帯
に
つ
い
て
は
１
日
ま
た

は
１
回
の
自
己
負
担
額
を
３

０
０
円
と
す
る
。

③
本
条
例
が
施
行
さ
れ
る
平
成

27
年
８
月
１
日
以
降
に
65
歳

に
達
し
た
方
で
新
た
に
重
度

心
身
障
害
者
手
帳
を
取
得
し

た
方
は
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
で
の
対
応
と
な
り
、
本
助

成
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い

こ
と
。

 【
議
案
第
44
号
】

大
多
喜
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に

伴
い
、
引
用
条
項
に
条
ず
れ
が

生
じ
た
こ
と
に
よ
り
条
例
を
一

部
改
正
し
ま
し
た
。

（12）平成27年8月24日 広報 おおたき  No.564



議
会
だ
よ
り

【議案第４５号】　平成２７年度大多喜町一般会計補正予算（第３号）

請願２件は、採択されました。

議員発議2件は可決され、意見書は内閣総理大臣ほか関係大臣に提出
しました。

【請願第１号】「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願書
【請願第２号】「国における平成２８年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願書

【発議第３号】義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書の提出について
【発議第４号】国における平成２８年度教育予算拡充に関する意見書の提出について

補正予算

請　願

議員発議

一般会計 補正額 補正後の総予算額 補正予算の主な内容

歳  入  歳  出 50,287 4,716,846

≪歳入≫
・個人番号カード交付事業費補助金            
・臨時福祉給付金事業補助金                  
・子育て世帯臨時特例給付金給付事業補助金      

≪歳出≫
・定住化対策事業　                            　
　（プロモーション動画制作委託料）
・個人番号カード等関連事務費交付金        
・臨時福祉給付金事業                         　
　（対象者に一人につき6,000円を給付）
・子育て世帯臨時特例給付金事業                
　（児童一人につき3,000円を給付）

3,522
15,642

3,738

1,394

3,522
15,642

3,738

（単位：千円）

【定例会6月会議審議結果】

＊○は賛成　●は反対
＊志関議長は議事進行のため、採決には加わりません。

根本 吉野
一男 麻生 野村 江澤 小髙 渡辺 吉野

僖一 山田 野中 志関 結果

議案第42号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第43号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決

議案第44号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第45号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決

請願第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

請願第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

発議第3号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第4号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案
議員
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質　問　議　員 質　問　事　項

根本 年生

１．行政改革大綱について
２．人材育成について
３．ホームページに利用者の声を取り入れることについて
４．行政改革は計画の策定段階から町民の声を聞いてはどうか
５．役場窓口環境の改善について

渡辺 泰宜

１．大塚山の今後の環境整備について

２．町道黒原上野線について

３．平沢ダムについて

吉野 一男 1．総元小学校及び上瀑小学校の跡地有効活用計画について

野中　眞弓

1．「改良土」による埋め立てについて
2．住民の自主的文化、健康活動等への支援について
3．来年度用中学校教科書の採択について
4．定住促進事業の拡充について

麻生　勇 1．人口減少対策について

小髙 芳一 １．小水力発電事業の検証について

山田 久子
１．役場使用時の利便性の向上等について（駐車場、窓口対応）
２．受領委任払い制度の実施について
３．安全・安心の町づくりの推進について

吉野 僖一

１．人口減少問題について
２．道路整備について
３．地籍調査について
４．町有財産管理について

町　政　を　問　う
一 般 質 問

一般質問は、町政全般にわたり、議員が

町当局に対して、執行状況や政策方針等

を質
ただ

すものです。
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町
民
と
一
体
と
な
っ
た
行
政
改
革
を

総
務
課
長

町
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
い

大
塚
山
の
今
後
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

産
業
振
興
課
長

あ
く
ま
で
も
維
持
管
理
は
地
元
で

根本年男　議員

渡辺泰宜　議員

大塚山からの景色

問
行
政
改
革
と
は
単
に
経

費
を
削
減
す
る
こ
と
で

は
な
く
お
役
所
仕
事
と
言
わ
れ

て
い
る
遅
い
、
形
式
的
な
コ
ス

ト
意
識
、
手
続
き
の
煩
雑
性
を

解
消
す
る
た
め
、
行
政
の
仕
組

み
に
工
夫
と
改
善
を
加
え
る
も

の
で
あ
る
。
町
民
と
一
体
と

な
っ
た
行
政
改
革
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
総
務
課
長

町
民
の
意
見
を
取
り
入

れ
な
が
ら
効
率
的
な
運
用
に
努

め
た
い
。

問
危
機
感
を
持
ち
真
剣
に

取
り
組
ま
な
い
と
将
来

が
不
安
で
あ
る
。

答
総
務
課
長

行
政
改
革
は
待
っ
た
な

し
の
状
況
で
あ
り
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
対
応
し
た
い
。
基
本

計
画
等
が
で
き
た
段
階
で
見
直

問
大
塚
山
の
山
道
に
つ
い

て
は
、
よ
く
整
備
さ
れ

し
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。問

人
口
減
少
に
伴
う
将
来

の
税
収
不
足
も
深
刻
で

は
な
い
か
。

答
企
画
財
政
課
長

関
係
各
課
で
連
携
し
て

財
政
推
計
を
作
成
し
健
全
な
運

営
に
努
め
た
い
。

問
自
ら
財
源
を
稼
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

意
識
を
持
っ
た
人
材
を
育
て
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。答

町
長

人
材
育
成
基
本
方
針
に
基

づ
き
個
々
の
適
性
を
見
な
が
ら

自
ら
そ
の
能
力
を
伸
ば
す
よ
う

指
導
し
て
い
る
の
で
長
い
目
で

見
て
ほ
し
い
。
必
ず
職
員
は
期

待
に
応
え
て
く
れ
る
と
思
う
。

問
町
民
と
の
信
頼
関
係
を

築
く
第
一
歩
は
窓
口
対

応
で
あ
る
。
町
民
が
窓
口
に
来

た
ら
笑
顔
で
出
迎
え
気
持
ち
よ

く
手
続
き
を
済
ま
せ
て
も
ら
い

笑
顔
で
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
だ
。
窓
口
に
置
い
て
あ
る

呼
び
鈴
は
撤
去
し
て
職
員
が
交

て
い
る
と
思
う
。
こ
の
状
況
を

維
持
管
理
す
る
に
は
、
地
元
の

方
々
の
大
変
な
努
力
と
協
力
が

あ
る
か
ら
と
思
う
。
特
に
二
人

の
方
が
精
力
的
に
管
理
さ
れ
て

い
る
と
伺
っ
て
い
る
が
、
環
境

維
持
管
理
に
つ
い
て
町
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

答
産
業
振
興
課
長

町
で
も
昨
年
度
、
設
置
し

て
あ
っ
た
民
話
を
書
い
た
看
板

３
枚
を
替
え
た
ほ
か
、
所
有
者

の
協
力
を
得
て
杉
の
木
の
伐
採

な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
本
年
度

は
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
案
内

看
板
な
ど
の
設
置
を
補
助
金
で

実
施
す
べ
く
県
へ
要
望
す
る
予

定
で
す
が
、
維
持 

管
理
に
つ
い

て
は
地
元
に
お
願
い
し
た
い
。

問
環
境
を
維
持
管
理
す
る

た
め
、
機
械
を
使
用
す

る
が
相
当
の
燃
料
費
が
か
か
る

と
思
う
。
町
か
ら
の
援
助
は
で

き
な
い
の
か
。

答
産
業
振
興
課
長

他
に
も
里
山
の
整
備
を

し
て
い
る
団
体
は
あ
り
、
援
助

は
で
き
な
い
。
あ
く
ま
で
も
維

持
管
理
等
に
つ
い
て
は
地
元
に

代
で
窓
口
案
内
係
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

答
総
務
課
長

町
は
１
階
に
多
く
の
職

員
が
い
る
の
で
わ
か
り
や
す
い

組
織
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

窓
口
対
応
に
つ
い
て
は
呼
び
鈴

を
押
す
こ
と
な
く
職
員
が
す
ぐ

行
く
と
い
う
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
き
た
い
。
案
内
係
に
つ
い

て
は
ご
意
見
と
し
て
お
伺
い
し

て
お
き
た
い
。

お
願
い
し
た 

い
。

問
大
塚
山
は
西
畑
地
区
の

中
心
に
当
た
る
。
周
辺

に
は
隠
れ
た
名
所
も
あ
る
と
思

う
。
多
少
な
り
と
も
な
に
か
援

助
が
あ
れ
ば
関
心
も
高
ま
る
と

思
う
が
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
町
長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
は
今
後
ど
う
す
る
か
見
直
し

に
入
っ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な

分
野
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
あ
る
の
で
把
握
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
る
。

問
維
持
管
理
も
高
齢
化
に
伴

い
困
難
と
思
う
が
な
に
か

方
法
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答
副
町
長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
設
定
や
整
備
な

ど
維
持
管
理
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
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議
会
だ
よ
り

旧総元小学校のアカマツ

小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

町
　
長

地
域
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
も
の
に

町
独
自
に
改
良
土
規
制
を

町
　
長

町
と
し
て
規
制
を
検
討
し
て
い
る

吉野一男　議員

野中眞弓　議員

問
総
元
小
学
校
と
上
瀑
小

学
校
の
跡
地
の
有
効
利

用
計
画
は
あ
る
か
。

答
企
画
財
政
課
長

両
校
の
体
育
館
は
社
会

体
育
施
設
と
し
て
利
用
し
て
お

り
、
上
瀑
小
学
校
は
学
童
保
育

で
使
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
両
校
の
使
用
し
て
い

な
い
教
室
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
伺

い
有
効
に
活
用
し
た
い
。

問
総
元
小
学
校
と
上
瀑
小

学
校
の
跡
地
に
三
育
学

院
を
誘
致
す
れ
ば
校
舎
を
そ
の

ま
ま
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

工
事
費
用
も
安
く
済
む
の
で
は

な
い
か
。

答
町
長

大
変
貴
重
な
意
見
と
し
て

参
考
に
し
た
い
と
思
う
が
、
三
育

学
院
の
誘
致
に
つ
い
て
は
大
多
喜

問
自
然
保
護
は
町
政
に
対

す
る
町
民
の
願
い
の
一

つ
で
あ
る
。
最
近
、
町
内
に
耳

慣
れ
な
い
改
良
土
を
使
っ
た
埋

め
立
て
計
画
が
持
ち
上
が
り
地

元
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。

ダ
ム
の
跡
地
で
進
め
て
い
る
。

問
総
元
小
学
校
の
玄
関
前

に
あ
る
ア
カ
マ
ツ
は
平

成
２
年
の
整
備
委
員
会
で
現
在

の
校
舎
前
に
移
植
さ
れ
、
戦
前

戦
後
、
風
雨
や
風
雪
に
耐
え
、

生
命
力
が
あ
る
立
派
な
名
木
な

の
で
総
元
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
永
遠
に
残
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
企
画
財
政
課
長

専
門
の
業
者
に
委
託
し

適
切
に
管
理
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
総
元
小
学
校
と
上
瀑
小

学
校
の
除
草
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
対
応

す
る
の
か
。

答
企
画
財
政
課
長

地
域
の
方
の
様
々
な
活

動
に
使
用
し
て
い
た
だ
き
、
管

理
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
理
想

だ
が
、
適
正
に
管
理
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
町
と
し
て
も

年
数
回
の
草
刈
り
を
予
定
し

て
い
る
。

問
両
校
の
校
舎
と
備
品
の

管
理
に
つ
い
て
、
教
育

財
産
か
ら
、
普
通
財
産
に
引
き

計
画
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
る
。

答
産
業
振
興
課
長

場
所
に
つ
い
て
は
市
原

市
と
大
多
喜
町
の
境
で
す
。
区

域
面
積
は
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
埋

め
立
て
面
積
は
１
・
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
す
。

問
計
算
を
す
る
と
改
良
土

で
埋
め
立
て
る
量
は
１

２
万
４
千
立
方
メ
ー
ト
ル
、
高

さ
は
最
高
で
38
メ
ー
ト
ル
、
平

均
で
約
６
・
９
メ
ー
ト
ル
に
な

る
。
こ
れ
だ
け
の
量
が
埋
め
立

て
ら
れ
る
と
か
な
り
の
影
響
が

あ
る
と
思
う
。　
　
　
　
　
　

　

そ
こ
で
、
改
良
土
が
ど
う

い
っ
た
も
の
な
の
か
伺
い
た

い
。答

環
境
水
道
課
長

改
良
土
と
は
、
建
設
汚
泥

処
理
物
と
呼
ば
れ
、
建
設
工
事

に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄

物
た
る
建
設
汚
泥
に
、
中
間
処
理

を
加
え
た
も
の
で
、
処
理
内
容
に

よ
っ
て
は
、
性
質
や
状
態
が
必
ず

し
も
一
定
で
は
な
く
、
飛
散
や
流

出
又
は
、
崩
落
の
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
に
加
え
、
有
害
物
質
を
含
む

継
ぎ
を
し
た
の
か
。

答
企
画
財
政
課
長

校
舎
の
備
品
に
つ
い
て

は
、
ほ
か
の
学
校
で
必
要
な
も

の
は
教
育
財
産
と
し
て
教
育
委

員
会
で
管
理
し
、
そ
の
他
の
も

の
に
つ
い
て
は
、
町
長
部
局
に

引
き
継
が
れ
る
。

場
合
や
、
高
い
ア
ル
カ
リ
性
を
有

し
、
周
辺
水
域
へ
影
響
を
与
え
る

場
合
も
あ
る
な
ど
、
適
正
な
処
理

管
理
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

問
改
良
土
に
つ
い
て
は
国

で
法
律
が
ま
だ
つ
く
ら

れ
て
い
な
い
。
品
質
の
安
全
基

準
や
埋
め
立
て
規
制
の
な
い
改

良
土
等
に
町
独
自
の
規
制
条
例

を
つ
く
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
町
長

住
民
の
要
望
の
中
に
は

自
然
環
境
を
守
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
も
の
が
多
く
あ
る
。
町
と

し
て
も
規
制
に
つ
い
て
の
ん
び

り
と
は
し
て
い
ら
れ
な
い
。
す

で
に
関
係
課
と
協
議
し
進
め
方

を
指
示
し
て
い
る
。

問
県
内
に
は
改
良
土
の
埋

立
地
周
辺
で
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
て
い
る
例
も
あ
る
と
聞

く
、
農
業
不
振
で
今
後
、
遊
休

地
等
の
埋
め
立
て
利
用
が
増
え

る
事
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
改

良
土
埋
め
立
て
に
つ
い
て
町
民

に
情
報
提
供
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
環
境
水
道
課
長

土
地
の
所
有
者
に
も
十

分
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
早
々
に
広
報
の
掲
載
等

に
よ
り
情
報
の
提
供
を
図
っ
て

い
き
た
い
。
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議
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だ
よ
り

面
白
峡
の
小
水
力
発
電
所

人
口
減
少
に
転
入
者
対
策
を

建
設
課
長

転
出
者
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切

小
水
力
発
電
事
業
の
検
証
に
つ
い
て

環
境
水
道
課
長

環
境
へ
の
影
響
等
検
討
し
進
め
る

麻生勇　議員

小髙芳一　議員

問
な
に
も
し
な
い
の
で
は

過
疎
化
が
ど
ん
ど
ん
進

ん
で
い
く
。　
　
　
　
　
　
　

　

そ
こ
で
、
起
業
を
促
進
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

答
町
長

観
光
本
陣
、
た
け
ゆ
ら

の
里
な
ど
町
の
資
本
の
入
っ
た

事
業
体
は
す
で
に
お
こ
な
っ
て

い
る
が
、
企
業
誘
致
、
地
場
産

業
の
育
成
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
法

で
就
業
場
所
を
つ
く
る
こ
と
が

重
要
だ
と
思
う
。

問
人
口
問
題
は
近
隣
市
町

村
と
の
取
り
合
い
に
な

る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
差

別
化
を
図
る
か
。

答
企
画
財
政
課
長

意
見
や
要
望
が
多
か
っ
た

も
の
に
対
す
る
施
策
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
転
出
者
を
一
人

で
も
減
ら
す
こ
と
が
重
要
だ
と

問
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
は

町
が
実
施
主
体
と
な
っ
て

い
る
が
小
水
力
を
導
入
し
た
意

義
、
理
念
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
環
境
水
道
課
長

建
設
計
画
の
可
能
性
に

考
え
る
。
ま
た
、
転
入
者
を
増

や
す
た
め
町
の
歴
史
や
資
産
、

自
然
環
境
の
す
ば
ら
し
さ
、
田

舎
暮
ら
し
や
子
育
て
環
境
の
よ

さ
、
町
の
立
地
条
件
を
生
か
し

た
施
策
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

問
城
見
ヶ
丘
団
地
の
ま
だ

販
売
で
き
て
い
な
い
土

地
を
人
口
増
対
策
の
名
目
で
安

く
販
売
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
建
設
課
長

分
譲
地
に
つ
い
て
は
販
売

当
時
に
値
下
げ
は
し
な
い
と
説
明

し
て
い
る
こ
と
と
、
取
得
者
に
は

補
助
金
を
出
し
て
い
る
の
で
安
く

販
売
す
る
考
え
は
な
い
。

問
町
営
住
宅
の
入
居
の
申

込
の
状
況
で
す
が
現
在

は
順
番
待
ち
と
伺
っ
て
い
る
。

町
営
住
宅
の
町
外
移
住
者
と
町

内
移
住
者
の
比
率
は
ど
の
く
ら

い
か
。

答
建
設
課
長

平
成
26
年
度
の
入
居
申

込
者
は
、
町
内
が
14
件
、
町
外

が
７
件
で
、
26
年
度
末
の
待
機

者
は
町
内
が
４
件
、
町
外
が
０

件
で
あ
っ
た
。

つ
い
て
は
環
境
へ
の
影
響
、
事

業
の
採
算
性
、
事
業
の
長
期
的

な
将
来
性
が
あ
る
か
検
討
し
た

結
果
、
大
多
喜
町
地
域
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
も
位
置
付

け
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
を
図
る
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
を
将
来
的
に
進
め
て
い

く
動
き
の
中
で
、
小
水
力
発
電

事
業
は
町
の
自
然
を
生
か
し
た

発
電
に
、
地
産
地
消
に
生
か
せ

る
と
考
え
導
入
し
た
。

問
今
回
の
事
業
者
と
の
契
約

が
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
と

い
う
の
は
問
題
だ
と
思
う
。
契

約
ど
お
り
に
履
行
さ
れ
な
か
っ

た
原
因
と
業
者
選
択
が
ど
の
よ

う
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
か
伺
い

た
い
。

答
環
境
水
道
課
長

契
約
ど
お
り
履
行
さ
れ

な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
こ

の
業
者
は
市
原
市
に
実
験
施
設

を
も
っ
て
い
る
が
、
大
多
喜
町

で
実
際
に
使
用
す
る
設
備
よ
り

も
、
小
規
模
の
発
電
設
備
で
実

験
を
し
て
お
り
、
電
気
設
備
に

対
し
技
術
面
に
お
い
て
、
実
験

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
現
在
の

申
込
状
況
は
町
内
が
４
件
、
町

外
が
３
件
で
、
待
機
者
は
町
内

が
６
件
、
町
外
が
２
件
と
な
っ

て
い
る
。

問
町
外
か
ら
町
営
住
宅
に
申

し
込
ん
で
も
順
番
待
ち
で

あ
き
ら
め
る
方
も
い
る
。
町
外

の
方
を
優
先
で
き
な
い
か
。

答
建
設
課
長

町
内
か
ら
出
ら
れ
る
方

を
抑
制
す
る
こ
と
を
優
先
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
の
で
、
町
外
の
方
を
優
先

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

成
果
だ
け
で
は
対
応
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
原
因
だ
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
業
者
選
定
に
つ
い
て

提
案
事
業
者
１
社
を
指
名
し
た
。

理
由
と
し
て
は
独
自
費
用
に
て

調
査
し
許
認
可
申
請
へ
の
協
力

が
得
ら
れ
た
こ
と
、
発
電
に
関

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
的
な
支

援
の
提
供
に
よ
り
設
計
書
作
成

へ
の
協
力
が
得
ら
れ
た
こ
と
、

発
電
所
の
工
事
は
工
種
が
多
岐

に
わ
た
る
た
め
、
他
社
か
ら
の

見
積
も
り
を
取
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
こ
と
が
理
由
で
す
。

問
小
水
力
発
電
は
川
の
流

れ
で
24
時
間
発
電
可
能

で
あ
り
、
防
災
の
観
点
か
ら
、

県
の
補
完
施
設
を
誘
致
で
き
な

い
か
。

答
総
務
課
長

今
後
、
国
や
県
か
ら
防

災
施
設
の
設
置
等
の
問
い
合
わ

せ
や
照
会
が
あ
れ
ば
、
有
利
な

点
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

（17） 平成27年8月24日広報 おおたき  No.564



議
会
だ
よ
り

介
護
保
険
給
付
事
業
に
つ
い
て
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
負
負
担
の
軽
減
を

健
康
福
祉
課
長

軽
減
し
た
い
と
考
え
て
い
る

人
口
増
対
策
に
職
業
訓
練
所
的
施
設
の
誘
致
を

企
画
財
政
課
長

誘
致
す
る
考
え
は
な
い

山田久子　議員

吉野僖一　議員

問
町
で
は
、
介
護
保
険
給

付
事
業
に
よ
り
腰
掛
便

座
、
入
浴
補
助
用
具
な
ど
、
特

定
福
祉
用
具
を
購
入
し
た
場
合

の
費
用
に
つ
い
て
、
年
間
10
万

円
を
限
度
に
９
割
の
払
い
戻
し

が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
と
、

20
万
円
を
限
度
に
９
割
払
い
戻

し
が
受
け
ら
れ
る
手
す
り
の
取

り
付
け
、
段
差
の
解
消
な
ど
の

住
宅
改
修
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
る
。
現
在
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は

一
度
被
保
険
者
が
費
用
の
全
額

を
事
業
者
に
支
払
い
、
町
に
申

請
す
る
こ
と
で
９
割
分
の
支
給

を
受
け
る
償
還
払
い
方
式
と

な
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　

　

被
保
険
者
が
事
業
者
に
１
割

の
支
払
い
で
済
む
よ
う
に
し
、

残
り
の
９
割
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
の
委
任
に
基
づ
き
、
町
か

ら
事
業
者
に
支
払
い
を
す
る
受

問
三
育
学
院
の
８
０
０
人

の
全
寮
制
の
誘
致
に
つ

い
て
29
年
４
月
開
校
と
の
素
晴

ら
し
い
計
画
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

領
委
任
払
い
に
し
、
被
保
険
者

の
一
時
的
な
費
用
負
担
を
軽
減

す
る
方
法
を
取
り
入
れ
て
は
ど

う
か
。

答
健
康
福
祉
課
長

本
町
で
は
介
護
保
険
制

度
の
特
定
福
祉
用
具
の
販
売
及

び
住
宅
改
修
は
、
利
用
者
が
一

度
費
用
の
全
額
を
支
払
い
、
そ

の
後
に
申
請
を
し
て
保
険
給
付

分
の
９
割
の
支
払
い
を
受
け
る

と
い
う
償
還
払
い
を
と
っ
て
い

る
。
こ
の
場
合
、
利
用
者
は
一

時
的
に
ま
と
ま
っ
た
資
金
が
必

要
と
な
り
、
経
済
的
な
問
題
が

生
じ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
利
用

者
の
一
時
的
な
負
担
を
軽
減

し
、
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
受
け
や

す
く
す
る
た
め
に
、
受
領
委
任

払
い
制
度
を
導
入
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
受
領
委
任
払
い
に

な
っ
た
場
合
の
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
介
護
支
援
専
門
員
等
が

行
う
の
で
、
利
用
者
の
方
が
直

接
申
し
込
む
こ
と
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

答
企
画
財
政
課
長

こ
の
計
画
は
大
変
大
き

な
事
業
な
の
で
三
育
学
院
で
判

断
し
決
定
す
る
こ
と
が
最
優
先

で
あ
り
、
現
在
は
特
に
進
展
は

な
い
。
進
展
が
あ
れ
ば
で
き
る

だ
け
早
く
報
告
し
た
い
。

問
大
多
喜
ダ
ム
の
跡
地
の

活
用
に
つ
い
て
計
画
を

伺
い
た
い
。

答
企
画
財
政
課
長

大
多
喜
ダ
ム
の
跡
地
に

つ
い
て
は
、
千
葉
県
が
所
有
す

る
土
地
の
た
め
、
町
と
し
て
は

具
体
的
な
計
画
は
な
い
。

問
職
業
訓
練
所
的
施
設
の

誘
致
に
つ
い
て
喜
連
川

社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
を
例

に
あ
げ
る
と
２
，
０
０
０
人
収

容
で
刑
務
官
２
５
０
人
、
一
般

職
員
１
５
０
人
で
そ
こ
で
雇
用

も
４
０
０
人
程
度
で
、
家
族
４

人
と
し
て
１
，
６
０
０
人
、
合

計
３
，
６
０
０
人
の
人
口
増
加

と
経
済
効
果
が
得
ら
れ
る
と

思
う
が
誘
致
す
る
考
え
は
な

い
か
。

答
企
画
財
政
課
長

地
域
住
民
の
建
設
計
画

に
対
す
る
理
解
を
得
る
こ
と
が

非
常
に
難
し
く
町
と
し
て
は
誘

致
す
る
考
え
は
な
い
。

問
国
道
２
９
７
号
の
羽
黒

坂
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い

て
、
道
路
整
備
計
画
の
現
状
を

お
伺
い
し
た
い
。

答
建
設
課
長

国
道
２
９
７
号
の
羽
黒

坂
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
県
で

管
理
し
て
い
る
の
で
照
会
し
た

と
こ
ろ
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、

延
長
２
・
７
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
横
山
バ
イ
パ
ス
と
し
て
計
画

さ
れ
、
昭
和
62
年
度
か
ら
着
手

し
て
い
る
も
の
の
、
用
地
取
得

の
長
期
化
な
ど
で
ト
ン
ネ
ル
部

分
１
・
６
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

工
事
着
手
の
め
ど
が
立
っ
て
い

な
い
。
こ
の
対
策
と
し
て
現
在

あ
る
道
路
を
利
用
し
た
、
大
型

車
の
す
れ
違
い
等
に
支
障
が
な

い
よ
う
改
良
を
行
い
、
安
全
か

つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
し
て
い

く
と
聞
い
て
い
る
。
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議
会
だ
よ
り

定
例
会
４
月
会
議

定
例
会
５
月
会
議

報　

告

条　

例

議　

決

補
正
予
算

 【
報
告
第
１
号
】

 【
報
告
第
２
号
】

 【
報
告
第
３
号
】

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　

次
の
３
件
を
３
月
31
日
に
専
決
処

分
に
よ
り
条
例
改
正
を
し
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

・
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
大
多

喜
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
。

・
半
島
振
興
法
の
改
正
に
伴
い
大
多

喜
町
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
お

け
る
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
。

・
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
大
多

喜
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

　

定
例
会
４
月
会
議
が
28
日
に
開
催

さ
れ
、
専
決
処
分
３
件
の
報
告
と
、

補
正
予
算
等
議
案
２
件
が
審
議
さ
れ

い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
５
月
会
議
を
20
日
に
開
催

し
、
１
件
を
否
決
、
２
件
を
可
決
し

ま
し
た
。

 【
議
案
第
23
号
】

大
多
喜
町
歴
史
的
景
観
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
委
員
長
報
告
）

　

平
成
27
年
議
会
定
例
会
３
月
会
議

で
福
祉
経
済
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
て
い
た
本
議
案
は
委
員
長
か
ら
委

員
会
審
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
採
択

の
結
果
否
決
と
さ
れ
、
今
ま
で
ど
お

り
景
観
審
議
会
を
残
す
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

 【
議
案
第
40
号
】

大
多
喜
町
地
域
防
災
計
画
の
修
正
に

つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
国
や
県

の
防
災
計
画
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
整
合
性
を
図
る
た
め
に
修
正

し
ま
し
た
。

 【
議
案
第
38
号
】

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　

車
両
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
額
を

３
万
２
９
４
０
円
と
決
定
し
ま
し

た
。

 【
議
案
第
39
号
】

平
成
27
年
度
大
多
喜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

一
般
会
計
予
算
に
２
３
９
８
万
８

千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

〔
補
正
後
の
予
算
額
〕

　

43
億
１
５
９
８
万
８
千
円

〔
補
正
予
算
の
主
な
内
容
〕

・
大
多
喜
中
学
校
で
起
き
た
事
故
の

損
害
賠
償
金
及
び
弁
護
士
費
用

・
車
両
事
故
の
損
害
賠
償
金

【議案第41号】平成27年度大多喜町一般会計補正予算（第2号）補正予算

一般会計 補正額 補正後の総予算額 補正予算の主な内容

歳  入  歳  出 350,571 4,666,559

≪歳入≫
・ふるさと納税
・ふるさと基金繰入金

≪歳出≫
・ふるさと基金積立事業　
・地域公共交通対策事業
・ふるさと納税事業
　（納税に対する返礼品等）

200,000
145,758

200,000
4,813

145,758

（単位：千円）

を
改
正
。
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議
会
だ
よ
り

定
例
会
６
月

第
２
回
会
議

補
正
予
算

発　

議

 【
議
案
第
46
号
】

平
成
27
年
度
大
多
喜
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

一
般
会
計
予
算
に
２
０
３

万
９
千
円
を
追
加
し
ま
し

た
。

〔
補
正
後
の
予
算
額
〕

　

47
億
１
８
８
８
万
５
千
円

〔
補
正
予
算
の
主
な
内
容
〕

・
消
防
団
運
営
事
業

（
第
１
分
団
第
１
部
第
１
班

（
筒
森
・
大
田
代
）
が
千
葉

県
消
防
操
法
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
よ
る
報
償
費

等
。
）

　

定
例
会
６
月
第
２
回
会
議
が

29
日
に
開
催
さ
れ
、
補
正
予

算
１
件
と
発
議
１
件
を
そ
れ
ぞ

れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

 【
発
議
第
５
号
】

大
多
喜
町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制

定
に
つ
い
て

　

議
員
が
出
産
の
た
め
出
席

で
き
な
い
と
き
は
、
日
数
を

定
め
て
、
あ
ら
か
じ
め
議
長

に
欠
席
届
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
規
則
を
一

部
改
正
し
ま
し
た
。

＊○は賛成　●は反対
＊志関議長は議事進行のため、採決には加わりません。

【定例会4月会議審議結果】

根本 吉野
一男 麻生 野村 江澤 小髙 渡辺 吉野

僖一 山田 野中 志関 結果

議案第３８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第３９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案
議員

根本 吉野
一男 麻生 野村 江澤 小髙 渡辺 吉野

僖一 山田 野中 志関 結果

議案第２３号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 否決

議案第４０号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第４１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

【定例会５月会議審議結果】

議案
議員

根本 吉野
一男 麻生 野村 江澤 小髙 渡辺 吉野

僖一 山田 野中 志関 結果

議案第４６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第　５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

【定例会６月第２回会議審議結果】

議案
議員
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議
会
だ
よ
り 　

平
成
27
年
７
月
６
日
、
山

梨
県
町
村
議
会
議
長
会
が
大

多
喜
町
議
会
を
行
政
視
察
に

訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
は
山
梨
県
の

町
村
の
議
長
と
議
会
運
営
委

員
長
、
山
梨
県
町
村
議
会
議

長
会
事
務
局
の
計
27
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
多
喜
町
議
会
か

ら
は
議
長
・
副
議
長
、
議
会

運
営
委
員
で
対
応
し
、
通
年

議
会
制
や
大
多
喜
町
の
実
情

な
ど
様
々
な
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

野
村
賢
一
副
議
長
と
江
澤
勝
美

議
員
が
大
多
喜
町
議
会
議
員
と
し

て
、
永
年
、
地
方
自
治
振
興
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
千
葉

県
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
特
別
表

彰
を
う
け
ま
し
た
。

議会活動報告山梨県町村議会議長会行政視察

特
別
表
彰

次の議会は、９月９日（水）午前１０時からの予定です。

傍聴はどなたでもできますので、ぜひおいでください。
手続きは議会事務局の傍聴受付で住所、氏名、年齢を記入するだけです。

 ○問合せ　議会事務局　☎８２－２１８２（直通）

左：江澤勝美議員　右：野村賢一副議長
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( 保健事業予定表 )

9月〜10月

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

乳幼児相談
9/2

☆9:30～11:00

保健センター

乳幼児とその保護者（対象月の平成26年8月、平成
27年1月、4月生まれの方には個別に通知します）

10/14 乳幼児とその保護者（対象月の平成26年9月、平成
27年2月、5月生まれの方には個別に通知します）

1歳6か月児健診 10/15 ☆13:15～13:45 平成26年3月1日～平成26年4月30日生まれの方
3歳児健診 ☆13:30～14:00 平成24年3月1日～平成24年4月30日生まれの方

おひさまキッズ（集団） 9/25
13:30～15:30 成長発達で心配のある乳幼児とその保護者

おひさまキッズ（個別のみ） 10/30

赤ちゃん計測会 9/17 10:00～11:30 生後１～２か月のお子さんとその家族（対象者の方に
は個別に通知します）

離乳食教室 10/8 10:00～11:30 乳幼児（平成27年3月、4月生まれ）とその保護者

☆子どもの事業☆

行事名 日　時 場　所 対　象　者

からだいきいき塾
9/11・18

10:00～11:30 老人福祉センター 事前に申し込まれている方10/9・16・
30

大人の脳トレ教室

9/3・10・
17

14:00～15:45 老人福祉センター 事前に申し込まれている方10/1・8・
1 5 ・ 2 2 ・
29

☆高齢者の事業☆

行事名 日時　☆受付時間　 実施・場所 対　象　者

子宮頸がん検診
骨粗鬆症予防検診

9/10

☆ 9:00～11:00
☆13:00～14:30

農村コミュニティ
センター

【子宮頸がん検診】
　20歳以上(平成8年4月1日以前生まれ)の女性
【骨粗鬆症予防検診】
　以下に該当する女性
　19歳～35歳(昭和55年4月2日～平成9年4月1日生まれ)
　40歳(昭和50年4月2日～昭和51年4月1日生まれ)
　45歳(昭和45年4月2日～昭和46年4月1日生まれ)
　50歳(昭和40年4月2日～昭和41年4月1日生まれ)
　55歳(昭和35年4月2日～昭和36年4月1日生まれ)
　60歳(昭和30年4月2日～昭和31年4月1日生まれ)
　65歳(昭和25年4月2日～昭和26年4月1日生まれ)
　70歳(昭和20年4月2日～昭和21年4月1日生まれ)

9/18 中央公民館

乳がん検診

10/6

☆ 9:00～11:30
☆13:00～15:30

中央公民館

【超音波（エコー）検査】
30歳代(昭和51年4月2日～昭和61年4月1日生)
の女性
50歳代(昭和31年4月2日～昭和41年4月1日生)
の女性

【マンモグラフィ検査】
　40歳代(昭和41年4月2日～昭和51年4月1日生)

の女性
　60歳代以上(昭和31年4月2日以前生)の女性
※上記の対象年齢は平成28年4月1日を基準とし

ています。

10/7

10/9 農村コミュニティ
センター

おおたきウォーク♪
9/28

☆10:00

農村コミュニティ
センター ウォーキングを行ないたい方（5～6Km程度歩き

ます）※雨天中止10/26 上瀑ふれあい
センター

ウォーキング教室 10/22 ☆ 8:30 勝浦市海岸沿い 事前に申し込まれた方（※雨天中止）

健幸倶楽部 毎週火曜日 10:00～11:30
13:30～15:00 保健センター

健康づくり教室に参加されていた方で事前に申し
込まれている方

さわやかフィットネス 9/7～
毎週月曜日 10:00～11:30 ※事前に申し込まれている方

男塾 9/4～
毎週金曜日 10:00～11:30 保健センター他 ※事前に申し込まれている方

リズムウォーキング教室 毎週水曜日 14:00～15:00 旧総元小学校体育館 健康づくりに興味のある方

☆大人の事業☆

健康福祉課　保健予防係
 ☎ 82-2168（内線 263 ～ 265）

●申込み・問合せ●  
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■乳がん検診の実施について■
　近年、乳がんの患者数及び死亡者数が増加傾向にあり、発見される年齢も40歳代半ばか
ら後半にかけてが最も多く、全体的に幅広い年齢層で増えている状況です。
　発見が早いほど治療方法の選択の幅も広がり、治ゆ率も高いと言われていますので、是
非定期的に検査を受けるようにしましょう。
※今年度の検診日程、対象者は上記「けんこうカレンダー」をご覧ください。
≪次の方には、検診初日の概ね2週間位前に受診票を送付します≫
　①既に申込みをされている方、②前年度または前々年度に受診された方、
③受診対象年齢に新規に達した方(平成27年度中に30歳になる方)、④節目
年齢（40、45、50、55、60）となる方、⑤国が指定する無料クーポンの
対象になる方(平成27年度中に41歳になる方)
※上記以外の方で受診を希望される方は、なるべく検診の2週間位前までに

お申し込みをお願いします。
≪超音波検査についてのお願い≫
　超音波検査（今年度は30歳代・50歳代の方が対象）は、映し出される画像によりその場
で検査技師が検査を実施するため、検診車1台の1時間あたりの受診者数に制限があります
ので、受診を希望される方は事前に受診日・時間帯等についてのご予約が必要となります
ので、ご注意ください。
≪マンモグラフィ検査について≫
　マンモグラフィ検査（今年度は40歳代・60歳代以上の方が対象）についても検診車1台
あたりの受診者数に限界がありますので、事前に受診日・時間帯を指定させていただきま
す。なお、指定した日程でご都合の悪い方は変更受付を行います。
※受診についての詳しい内容等は受診票に同封する検診のご案内をご覧ください。スムー

ズな検診受診のためご協力をお願いします。

●乳がん検診託児コーナー開設について●
　検診会場でお子さんを育児のベテランである「大多喜町更生保護女性会」の方が一時的
にお預かりする『託児コーナー』を乳がん検診でも開設します。
　ご利用を希望される方は事前にお申し込みをいただきますので、下記までご連絡をお願
いします。

■特定保健指導　運動教室のご案内■
　町の国民健康保険に加入されている方を対象に、健康運動指導士による運動教室を開催
します。体力アップや心身の健康維持のために、楽しくて簡単な運動から始めてみませ

んか。
　参加費は無料で、予約は必要ありません。動きやすい服装でお越し頂き、自由にご参加
ください。
日　時　8月27日（木）、9月14日（月）、10月19日（月）、11月18日（水）
　　　　10時30分～12時00分（受付10時00分～）
場　所　役場中庁舎　保健センター
内　容　簡単なストレッチや筋肉トレーニング、リズム体操など
持ち物　フェイスタオル、水またはお茶

【乳がん検診受診・託児コーナー利用申込み・特定保健指導　運動教室のお問合せ】
健康福祉課　保健予防係　☎82－2168（内線263～265）
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⑱

大多喜町地域包括支援センターだより　●98

★子育てお悩みＱ＆Ａ　～生活編～
Ｑ．夜、なかなか寝なくて困っています。
Ａ．お子さんの１日をふり返ってみると、お昼寝を長くとっていたり、夕方に一度眠ってしまっていま

せんか？こうした分散した睡眠を立て直すには、日中の活動が大切です。
　　ポイント①　日中、体と頭をしっかり働かせる。
　　ポイント②　昼寝は、短めに！
　　ポイント③　夜のお風呂はややぬるめがおすすめ！！
　　ポイント④　絵本を読むなど「入眠儀式」を作る。
　　
布団に入る時間が嬉しい時間になれば、しだいに早く眠れるようになってくるはずです。

Ｑ．家ではお片付けを全くやりません。お片付けのコツを教えてください。
Ａ．＜０～１歳＞大人が、遊び終わったおもちゃを所定の位置に戻します。その場面を毎日くり返し見

ていくことで、自然に覚えていくでしょう。また、親子で一緒に片付けを体験できるようにすると
良いでしょう。
＜２～３歳＞お手伝いとして片付けを楽しめるようにしましょう。できたら、たくさん褒めてあげ
ましょう。

　　＜４～５歳＞少しずつ片付けの意味も理解してくるので、より丁寧に片付けられるようになってい
きます。自分の行動が「役に立った！」という達成感を味わえるようになるので、積み木やブロッ
クを一定のルールに従って片付けるなど、頭を使っての片付けも取り入れていきましょう。子ども
たちが楽しみながら片付けられるような工夫が大切です。

子育てについての不安や悩みなど、お困りのことがありましたら、いつでもご相談下さい。

問合せ　子育て支援課　☎82－2152　みつば保育園　☎82－5530　つぐみの森保育園　☎83－1411

～平成27年度　第1回介護教室
「認知症」をテーマに開催しました～

　認知症は誰にも起こりうる可能性のある脳の病気です。認
知症になると、物忘れがひどくなり、日常生活や仕事などの
社会生活がうまく送れなくなるといった症状が現れます。
　今年度第1回目の介護教室では「認知症」と「年相応のも
の忘れ」の違いや、認知症の症状についてお話しました。ま
た、認知症予防体操やゲームを体験するコーナーを設けたと
ころ、参加者から｢楽しみながら予防ができるのが良い｣「空
いた時間にできるので家族にも教えてあげたい」などの感想
がありました。
　介護教室では、町民の皆様に、講話や実技を通じて介護や
福祉に関心をもっていただきたいと考えています。そして介
護に関するお悩みや不安について、解決のヒントが見つけら
れるような教室を目指しています。
　次回の介護教室は、「口腔ケアについて」体験します。い
つまでも食事をおいしくいただき、健康に過ごすために、口
腔ケアの重要性を一緒に学びませんか？

日　　時　10月7日（水）　13時30分から15時30分まで
場　　所　役場　保健センター
申込期限　9月30日（水）
申  込 先　地域包括支援センター（健康福祉課　介護保険係）
　　　　　☎82－2168（内線267）

▲頭と指先を使ったゲーム

▲歌に合わせ脳トレ体操
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「テニスのプロ」
　ぼくの夢は、テニスのプロになることで
す。テニスが好きで、強くなりたいです。う
まくなって、いろいろな大会に出て、いっぱ
い優勝したいです。

「歌手」
　わたしの夢は歌手です。なぜなら、世界
のみなさんに歌を好きになってほしいから
です。大人になったら、きれいな歌声で全
国のみなさんに歌を好きになってほしいと
思います。

さん小高　颯
そうた

大
大多喜小
４年１組

さん堀江　星
せ な

流
大多喜小
４年２組

おめでとう9月生まれ ●誕生日の思い出に（3歳までのお子さん）
●掲載希望者は誕生月の 2カ月前までに御連絡
　ください。　　　　　　　　　☎ 82-2111

中村　巧
たくみ

ちゃん【2 歳】
（小田代）（和也さん・瞳さんの長男）

（ママからの一言）
　真似っ子が大好きなたっくん。
　これからも元気よく遊んで、優しい男の子になってね☆

船山　奨
しょうた

太ちゃん【3 歳】
（横山）（健次さん・裕紀子さんの長男）

（ママからの一言）
　歌が大好きでちょっぴり頑固、でもとっても優しい
しょうちゃん。これからも優しい男の子でいてね☆

▶▶夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部◀◀
危険物取扱者試験の実施について
試験の種類　甲種、乙種全類(第１類から第6類)、丙
種／試験日　11月29日(日)／試験会場　国際武道大
学／願書受付期間　書面申請 9月17日(木)から10月
9日(金)まで（土･日･祝日を除く)9時30分から16時
まで 電子申請 9月14日(月)から10月6日(火)まで(24
時間対応）／願書受付場所　一般財団法人消防試験
研究センター千葉県支部（郵送及び電子メール）　
書類は消防本部、大多喜分署などにあります。詳細
は、消防試験研究センターＨＰをご確認ください。
／問合せ　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部
　予防課　☎80－0132
防火管理講習のご案内
講習日　10月15日㈭・16日㈮の2日間／講習場所　
ホテル一宮シーサイドオーツカ(一宮町一宮10,000）
／受講料　6,170円（テキスト代含む）／定員　130
人（先着順）／申込期間　9月10日㈭・11日㈮／申
込用紙　8月下旬から、消防本部や大多喜分署にて配
布。また、日本防火･防災協会のＨＰからダウンロー
ドできます。／申込方法　千葉県消防設備協会へFAX
または同協会窓口へ提出／問合せ　夷隅郡市広域市
町村圏事務組合消防本部　予防課　☎80−0132
普通救命講習Ⅰ
内容　ＡＥＤを含む心肺蘇生法(成人)、大出血時の
止血法／対象および人員　中学生以上の方30名／日
時　9月6日(日)9時から12時まで／受付　8時30分
から8時55分／場所　夷隅郡市広域市町村圏事務組
合勝浦消防署2階会議室(勝浦市沢倉78番地32)／講習
費用　無料／申込み　実施日の3日前までに最寄りの
消防署(分署)に直接または電話／その他　講習修了者
には終了書を交付／問合せ　夷隅郡市広域市町村圏
事務組合消防本部　警防課　☎80－0133
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無料調停相談

第6回秋の生き活きフェア

大切な契約や遺言書は
公正証書で！

悩みを抱える若者に寄り添う
『親塾』開催

善意の心を
ありがとうございます

訪問看護基礎研修会
～訪問看護師として　　　
　　　働いてみませんか！～

町
長
日
誌
（
7
月
）

日時　9月20日㈰10時から15時ま
で　1件あたり30分程度

場所　茂原総合市民センター
相談内容　金銭、土地、建物、交

通事故などの相談。
問合せ　千葉地方・家庭裁判所一

宮支部　☎0475−42−3531

　10月1日から7日までの公証
週間にあわせて、公証役場無料
相談所を開設します。秘密は厳
守しますので、お気軽にご相談
ください。
日時・場所
①10月2日㈮
　9時30分から12時まで
　茂原市役所
　5階　504会議室
②10月3日㈯
　10時から16時まで
　茂原公証役場
※両日とも予約が必要です。
相談内容　公正証書による遺言

書、土地・建物の賃貸借、金
銭の貸借、子どもの養育費の
支払いなどの契約書の作成

相談員　茂原公証役場　公証人

　長生・夷隅郡市の福祉施設が販
売会を実施することにより、地域
の人々にハンディキャップを持つ
人達への理解を深めてもらう。
期間　9月19日㈯・20日㈰
　　　10時から20時まで
場所　茂原ショッピングプラザ　

アスモ
販売内容　加工食品・手芸品 など
主催　長生・夷隅地区福祉施設連

絡協議会
問合せ　みずほ学園
　　　　☎76－4321

　ちば南東部地域若者サポート
ステーションでは、就労に向け
悩 み を 持 つ 若 者 や 、 家 庭 や 学
校や仲間との関係が不得意な若
者、いじめなどで悩んでいる若
者を持つ保護者に対し、ちば南
東部サポステ代表井内清満が、
親としての心構えや対応の仕方
など講演します。
日時　9月26日㈯　13時から15時

まで
場所　市原市青少年会館
　　　市原市八幡1126丁目1　
その他　料金無料、定員100名
申込み　要予約
締切　9月18日㈮
　　　※定員になり次第締切
問合せ
　ちば南東部地域若者サポートス

テーション　吉野/鈴木　
　茂原市役所9階
　☎0475−23−5515

内容　訪問看護師の仕事や役割
についての講義、訪問看護ス
テーションの紹介や就職相談
など

講師　訪問看護認定看護師
日 時　9月5日㈯13時30分から

16時45分まで
会場　亀田総合病院（鴨川市東

町929）※その他4つの会場で
も別日程で開催されます。詳
しくは下記にお問い合せくだ
さい。

申込締切　9月3日㈭
受講料　無料
対象者　訪問看護に関心のある

未就業または転職を希望して
いる看護師

申込み　お電話もしくは千葉県
看護協会ホームページよりＦ
ＡＸ用紙をダウンロードして
お申し込みください。

問合せ （公社）千葉県看護協会
　☎043−245−1712

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
本
部
会

議大
多
喜
交
通
安
全
協
会
定
期
総
会

町
航
空
防
除
協
議
会

町
小
中
学
校
音
楽
発
表
会

県
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
地
籍
調
査
事
業
計
画
作
成
会
議

県
消
防
操
法
大
会
出
場
激
励
式

小
学
校
用
置
き
傘
贈
呈
式（
Ｊ
Ａ
い
す
み
）

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
理
事
会

日
本
・
メ
キ
シ
コ
学
生
交
流
事
業
メ
キ
シ

コ
学
生
来
町

知
事
と
市
町
村
長
と
の
意
見
交
換
会

町
総
合
戦
略
推
進
会
議

県
消
防
操
法
大
会

い
す
み
鉄
道
対
策
協
議
会
総
会

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
通
常
総
会

県
み
ど
り
の
少
年
団
交
流
集
会

議
会
定
例
会
７
月
会
議

地
域
高
規
格
道
路
「
鴨
川
・
大
原
道
路
」

早
期
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
通
常
総
会

1
日

2
日

3
日

5
日

6
日

7
日

10
日

13
日

  

～

15
日

16
日

17
日

22
日

23
日

25
日

28
日

29
日

30
日

31
日

≪大多喜町ふるさとづくり寄附金
（7月分）≫
申込件数　　723件
申込金額　　42,141,000円
・なお、ホームページには寄附を

公表してもよいという方の氏名
を掲載しています。こちらもご
覧ください。

≪ネパール地震救援金≫
鈴木　政雄　様（押沼）  5,000円
役場募金箱　　　　    　  2,138円

≪東日本大震災義援金≫
鈴木　政雄　様（押沼）
コレット商事(有)
取締役 岩瀬 秀子 お客様228名 様

台
湾
集
集
鎮
表
敬
訪
問
・
台
湾
鉄
路
管
理

局
表
敬
訪
問

　　　10時から16時まで
場所　おおたきショッピングプラ

ザ　オリブ
相談内容
　・相続手続きと遺言書作成
　・農地法・宅地関係手続き など
　その他、気軽にご相談ください。
問合せ　千葉県行政書士会長夷支

部　支部長　豊田　一郎
　☎0475−33―3885

予約・問合せ
　茂原公証役場
　☎・FAX　0475−22―5959
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日時
9月 5日㈯
9月12日㈯　　19時30分から
9月15日㈫　　　　　21時まで
9月19日㈯　
9月25日㈮
9月26日㈯　お城まつり前夜祭
　　　　　　本番！
練習場所
　農村コミュニティーセンター
　お誘い合わせのうえご参加くだ
さい。
問合せ　柴崎　☎83−1063

自衛官募集

旗士さん・踊り子さん募集！

９月県民の森行事予定

「地元の踊りをみんなで踊る会」
練習日定

「プリザーブドフラワー」
町民カレッジ参加者募集

「楽しいふるさと創る会」
スタッフ募集

千葉県行政書士による
無料相談会

「文化財めぐり」
町民カレッジ参加者募集

　防衛省自衛隊では、次のとおり自
衛官（学生）を募集します。
応募資格　高卒（見込含）21歳未

満
●防衛大学校学生　一般（前期）
受付期間　9月5日から9月30日まで
１次試験　11月7日、8日
●防衛大学校学生　一般（後期）
受付期間　28年1月20日から1月29

日まで
１次試験　2月20日
●防衛医科大学校　医学科学生
受付期間　9月5日から9月30日まで
1次試験　10月31日、11月1日
●防衛医科大学校　看護学科学生
受付期間　9月5日から9月30日まで
１次試験　10月17日
※詳しい内容は、お問い合わせく

ださい。
問合せ　自衛隊　茂原地域事務所

（千葉地方協力本部）☎0475−
25−0452

日時　10月18日㈰　13時30分～
場所　中央公民館2階　研修室
講師　フラワーコーディネーター
　　　志関二三代　先生
募集対象　町内在住・在勤の方
募集定員　20名
参加費　1人2,500円（材料費）
申込み・問合せ
　中央公民館　☎82－3188

日時　10月4日㈰
　　　8時30分から（小雨決行）
場所　安房・鴨川方面
内容　「中世大多喜城 最後の城主 

　大多喜のよさこいチーム「かぐ
や蓮」では新メンバーを募集して
います。
練習日時　毎週㈬
　　　　　19時から21時まで
練習場所　海洋センター第2体育館
会費　月1,500円
　9月は無料で体験できます。
　親子で！3世代で！一緒に踊り
ませんか？
問合せ　柴崎　☎83−1063

『季節の写真展』
日時　9月19日㈯から9月27日㈰まで
　　　9時から16時まで
場所　県民の森研修館
内容　県民の森園内風景写真およ

び一般公募による写真の展示
　※閲覧無料
問合せ　大多喜県民の森管理事務

所　☎82−3110

日時　10月18日㈰

 　旧老川小学校を活用し「第１
回・養老渓谷芸術祭」を１１月に企
画しています。実行委員会から当日
のボランティアまで、お手伝いして
頂ける方を募集しています。
　楽しいふるさとを一緒に創りま
しょう。
問合せ　080−2677−4649　小
泉まで
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正木氏ゆかりの地を訪ねて」
講師　大多喜町教育委員会　
　　　 小高春雄　学芸員
交通手段　公民館バス
持ち物　お弁当、飲み物、雨具など
参加費　1人200円
※参加人数により変更になる場合

があります
対象　町内在住・在勤の方
定員　20名
申込み・問合せ
　中央公民館　☎82－3188

日程　9月13日㈰
場所　大多喜ショッピングセン

ター・オリブ
受付時間　10時から11時45分ま

で、13時から16時まで
問合せ　千葉県赤十字血液セン

ター　☎043−241−8332

献血の実施について
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　日本年金機構を名乗って口座番号を聞き出そうとする者や、「流出した個人情報を削除してあげ
る」と持ちかけてくる者が現れています。
●日本年金機構から、この件でお客様に電話やメールで連絡することは、一切ありません。なお、
流出が確認された方への新しい基礎年金番号は、郵送でお知らせします。
●日本年金機構が、この件でお客様にお金やキャッシュカードを要求することは、一切ありませ
ん。
●日本年金機構が、この件でお客様にATMの操作をお願いすることは、一切ありません。
　ご自身の情報が流出しているのでは？など、ご心配の方は、下記専用電話窓口または千葉年金事
務所へご相談ください。

不正アクセス専用コールセンター　電話番号：0120−818211（フリーダイヤル）
千葉年金事務所　☎043−242−6320

7日・14日・24日・
28日・30日（図書整
理日）※祝日を開館し
ます

町立図書館
天賞文庫だより
☎82−2459
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「年金情報流出」を口実にした犯罪にご注意ください！

ダース・ヴェイダーとルー
ク〈4才〉 

ジェフリー・ブラウン作
　シスの暗黒卿ダース・ヴェ
イダーは、反乱同盟軍と戦うべ
く、銀河帝国軍を率いる。だが
その前に、まずは4才の息子、
ルーク・スカイウォーカーと遊
んであげる必要があった…。父
と息子が銀河の彼方で繰り広げ
る日常ストーリー。

・ラプラスの魔女
東野　圭吾　著

・戦場の聖歌
森村　誠一　著

・リバース
湊　かなえ　著

・蒼天見ゆ
葉室　麟　著

・長いお別れ
中島　京子　著

おはなし会 ▶9月20日（日）　午前10時30分から　大多喜図書館
え い が 会 ▶9月20日（日）　 午後2時から　　  　大多喜図書館

9月の休館日
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慶　弔 (7月届 )

転出入 (7月届 )

交通事故発生状況

人口と世帯
平成 27 年 8 月 1 日現在

人　口 9,783 人 （−8）
男 4,776 人 （−7）
女 5,007 人 （−1）

世帯数 3,874 世帯 （−1）
（　）は、前月比

発生件数 1 件（21）
死 者 数 0 人（ 0）
傷 者 数 1 人（27）

　

出　生 8 人
死　亡 10 人

転　入  19 人
転　出  25 人

火災件数 0 件（ 4）
救急件数 　　37 件（289）

内訳
1 件（ 22）

16 件（151）
20 件（116）

交通事故
急　　病
そ  の  他

1 火 出前保育　10：00～　上瀑ふれあいセンター （不燃）

2 水 リズムウォーキング教室　14：00～　総元体育館 （可燃）

3 木 （缶類）

4 金 （可燃）

5 土

6 日 子ども習字教室　10：00～　中央公民館

7 月 心配ごと相談（日常生活上の相談）9：00～12：00　福祉センター （可燃）

8 火 （ペット）

9 水 リズムウォーキング教室　14：00～　総元体育館 （可燃）

10 木 （紙類・衣類）

11 金 （可燃）

12 土 ジュニアスポーツクラブ、キンボール教室　9:00～　総元体育館

13 日 （休日受付）

14 月 心配ごと相談（結婚相談・人権相談・行政相談・年金相談・労災、雇用
保険相談）10：00～15：00　福祉センター （可燃）

15 火 出前保育　10：00～　味の研修館
ひまわり会　農村コミュニティセンター （ペット）

16 水 リズムウォーキング教室　14：00～　総元体育館 （可燃）

17 木 （びん）

18 金 （可燃）

19 土 子ども土よう塾「映画鑑賞」　9：00～　図書館

20 日 おはなし会　10：30～　えいが会　１４：００～図書館
子ども習字教室　10：00～　中央公民館

21 月 敬老の日 （可燃）
特別収集

22 火 国民の休日

23 水 秋分の日

24 木 農業委員会　14：00～　大会議室 （ペット）

25 金 (可燃)

26 土 お城まつり　前夜祭

27 日 お城まつり　本祭

28 月 心配ごと相談（日常生活上の相談）9：00～12：00　福祉センター （可燃）

29 火 トットくらぶ　9：30～　みつば保育園 （不燃）

30 水 リズムウォーキング教室　14：00～　総元体育館
おもいやりの会　大多喜・上瀑地区 （可燃）

9月 長月
September

ごみ収集日：可燃⇒可燃ゴミ、紙類・衣類⇒新聞紙・雑誌・ダンボール・衣類等、缶類⇒スチール・アルミ・一斗缶等、
　　　　　　ペット⇒ペットボトル・食用廃油・プラマーク製品、不燃⇒その他不燃ゴミ（ガラス・金属・ポリ容器等）
　　　　　　びん⇒飲用できるびん

こども急病電話相談　毎日夜間　午後７時～１０時 　☎＃８０００（ダイヤル回線からは０４３－２４２－９９３９）

《夜間・日曜・祝日など》

夷隅郡市広域市町村圏
事務組合消防本部
☎８０－０１１９

◇当番医の紹介◇

おおたき119 (7月中 )

7 月中（人身事故件数）

（　）は、1 月からの累計

（　）は、1 月からの累計

刑法犯認知件数（1月～6月中）
33 件（前年同期比　− 12 件）

県内５４市町村中少ない順で
ベスト５位
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○問合せ　健康福祉課　保健予防係　☎82-2168

「れんこんの青海苔焼き」

①れんこんはきれいに洗い、皮をつけたまま７～８ｍｍ
幅の輪切りにする。
②フライパンを熱しオリーブオイルをなじませ、①を弱
火で両面焼き目を付けて火を通す。
③しょうゆで調味し、粉チーズと青海苔をかけて出来上
がり。

作り方

26 管理栄養士
金坂　直子

＜開　催　日＞　10月22日（木）　　
＜場　　　所＞　昭和の森付近
　　　　　　　　約8～10㎞（予定）
＜募 集 人 数＞　30名　
※定員になり次第締め切らせていただき

ます。
＜申込開始日＞　9月1日（火）
※申込みされた方には別途詳細をお送り

します。
＜申　込　み＞　
　健康福祉課　保健予防係
　☎82－2168（内線265）

【碗】
大多喜町陶芸クラブ

佐久間　紀子さん（久我原）

【西表島　月が浜】
大多喜写真同好会

関　ケイ子さん（中野）

27年度　第2回ウォーキング教室参加者募集
　運動のきっかけづくりとしてみんなで楽しく歩きませんか？日本ウォーキング協会の指導員から効果
的なウォーキングについてのアドバイスも受けられます。ぜひみなさんのご参加をお待ちしています。

第1回目は海沿いを
歩きました！

エネルギー　143Kcal　たんぱく質　3.5ｇ　脂質　7.6ｇ　
カルシウム　65ｍｇ　　食物繊維　2.4ｇ　食塩相当量　0.5ｇ

れんこん………………１節（200ｇ）
粉チーズ……………………大さじ１
青海苔………………………大さじ１
オリーブ油（サラダ油）…大さじ１
しょうゆ…………………小さじ1/2

《１人分の栄養価》

材　料（2人分）
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